
第３号機式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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注】咳当するロにIま．レ印をEB入してください．特月到圷洩宕以外のqF典宕の力はし印の記入は不要です．

２「苫珀年度」とI±計画期間の1,年度を．「ロ楓年度」とは肝四則１mの且笹年度を、「報告年度」とは叶団期間のうち、今回紐告の対象となる年度をいいます．

３「事粟所等排出区分」とは京都府内の＊栗所等の亭塑活動のためのエネルギーの使用に仲0蝿生する担亦軌隅ガスを、『Ob送立同排出区分」とは自助ｺｴ迎送事栗石6こついては使用の本畠の位田を凉祁府内とする血ロ
の排出する沮宜効果ガスを、峡近事裏者については保有する街1ｶ屯阿又I土旅客取円の排出する皿室効果ガスを、「その他仰出区分」とは上屋以外の京都府内におIﾅら事纂所等の事裏活■bに伴い発生する凪五効果ガス
をいいます．

４「原単位当たりの囚宜効果ガス排lilH匂」の『jfH趙戻分」には、ＣＯ工｡】、本臨研などの用途を２２入してください。ｒ原単位の柑揮」には、分子の「二酸化nt棄損灯」の下に分母となる描伍･(生童敏赴、座ぺ床西
種、走行園HgP）を妃入してください．

５「その他の埋草1,ｍＶ腹対NYによる風窓効果ガスの１１１旗赴坤」のうち「森林の保全及びBr、」の「目標年度（肝ロ）」■には6f因期間中の目極のHU肝を．、B告年度（実検）」梱には実頓の累叶を圧入してください．

６「特妃亭副〔」には、平成２年度（１９９０年度）を基敢とした排出仕の対比や、省エネ■品朋発など他者の沮宝効果ガス排出1W城への貫飲、グリーン瓜連の採用、何定フロンなどの采6W廿定外の沮宣効jRガスの１W減
などを厘囑入してください．．

住所（法人にあっ
ては、主たる事務

所の所在地）
大阪市西区新町1丁目１番17号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表宕の氏名）

ナガセケムテックス株式会社代表取締役社長毛利充邦

事業者の主たる
業種 醗酵工業(1633）・医薬品原薬製造業(1651）・その他の有機化学工業製品製造業(1639）

咳当
要件

する事業者
厩京都府地球i且鬮l化対策条例施行規則第10条第１号麟当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

匠

偏

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球沮畷化対策条例施行規則第10条第４号咳当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 20年４月～２３年３月

基本方針
ナガセケムテックス株式会社福知山事業所は、地球環境の保全が社会共通の重要瞬魍であることをgB議し、高機能な化学製品と技術の提供を通じ顧客の潤足
度向上に役立ちながら、事業活動の全域で環境保全に積極的に取り組み、地域社会と地球環境に貢献します。

推道体制 ナガセケムテックス㈱エネルギー管理組l耐iにて、経営者をトップに各事業所に省エネルギー委員会を設け消費するエネルギーの使用の合理化と温室効果ガス
の排出削減を図ることを目的として活動。

環境マネジメントシステム名称 ISO14001 

適用範囲 事業活動、敷地内活動、組織

取得年月日 2006.6.19 

年度ごとの
的な取組及
囲の状況

具体
び槽

年度

21～ 

21～ 

22～ 

股傭、対象、工程等

全体

生産部門

全体

措通内容

変圧器を低損失型変圧器に更新(合計3基）

220KW高圧コンプレッサー4基のと出圧力股定を変更

電力監視システムの導入

温室効果ガスの
排出趣等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（冥綴）
（19）年度

（＝⑫化囚虫拱jH）

目標年度（計画）
（22）年度

（二gl化』:Ｉ類BuI）

増減率
(計画）

報告年度（奥鼠）

(21）年度
(二K､他国裏換瓦）

19減率
(実級）

6,665.0ｔ 5,308.0ｔ -20.4発 5,262.9ｔ -21.0髄

ｔ ｔ 船 ［ 船

ｔ ｔ 船 ｔ 船

＊1 6,665.0ｔ 中２ 50308.0ｔ -20.4％ ＊４ 5,262,9ｔ -21.0秘

～平成21年度の全体活動～
省エネルギー委員会を中心に事業所としての省エネ推進体制の充実化が図れた。
一般従業貝に対する省エネ教育の実施、各管理室および現場照明の昼休みの消灯の徹底。
また、

00 

アイドリングストップ､,等の環境対策への啓蒙など、全体活動として取り組めたと考えます。
ハード・ソフト両面を上手く組み合わせ、さらに充実した活動にしたいと思います｡

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

第１工場
二酸化農繁材Qmn
生憲徴選

第２エ場
二鹸化炭素材Q四Ｋ

牛憲數母
二鹸化炭素換厘

実績に対する自己評価

基箪年度（実績）， 目標年度（計画） 増波卒（叶画） 報告年度（実績） 199減率（実級）

2.532 2.026 -20.0粥 3.400 34.3船

０.“１ 0.427 -3.2兇 0.490 11.1船

船 りら

年間1%のCO2削減を目標とし、日々省エネルギー運動に取り組んでいく次第です。

その他の地球温

鰻化対策による
jfl室効果ガスの
削減量簿

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン愈力の騨入

家庭における温室効果ガス排出
趣の削減効果分の騨入

削減赴騨合計

目楓年度（計画）
印、巳句 (二日2化炭竃換邸）
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報告年9１ (実績）
唖鋼丑郵 【二日9(上図索HLZF）
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差引排出匙

(排出合叶一削減埣合H）

基地年度（実績）

＊１ 60665.0ｔ 

目標年度（計画）

I③-(剣15,308.0ｔ

増減qＢ（計画）

-20.4％ 

報告年度（実績）

(判)－１●③ 5,262.9ｔ 

墹滅率（突綱）

-21.0％ 

地球沮鰻化対策
に資する社会賃
賦活動

･高校生インターンシップにて環境教育を実施。

特記事項


